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キョーリン製薬グループにおける環境衛生事業への参入について 
 
キョーリン製薬ホールディングス株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長山下正弘)は、ヘ

ルスケア領域における新規事業として環境衛生事業に新規参入することにいたしました。 

  

１． 環境衛生事業参入に至るまでの経緯 

人々のライフスタイルが変化し健康に対するニーズも多様化する中、当社グループは新中期経営計画「ＨＯ

ＰＥ１００－ステージ１－」(2010～2015 年度）におきまして、ヘルスケア領域における新規事業の創出を掲

げ、ヘルスケア事業での多核化を通じ、医薬品事業のリスク補完とグループの持続成長を目指しています。 

このような方針の下、当社グループは環境感染の制御を通じて、医療ニーズ・健康に貢献すべく環境衛生事

業に積極的に取り組むことにいたしました。 

  

２． 環境衛生事業について 

当社グループの考える環境衛生とは、健康や疾病の問題に、人間を取り巻く環境からアプローチし、人間に

有害な影響を及ぼす環境を改善することによって健康の維持・増進を図ることにあります。 

今般、環境衛生事業の第一弾として、新薬事業等において感染症領域でのプレゼンスを持つ当社グループは

医療機関、介護施設、公共施設等における空間浄化を目的とする「ミルトンエアクリーナーキョーリン」およ

び専用ゲルを新発売します。 

当事業の推進におきましては、製品の製造を杏林製薬㈱が、販売をキョーリンメディカルサプライ㈱（㈱杏

文堂の社名変更）が行います。主要な販売先である医療機関等では、医療分野での実績とノウハウを有する杏

林製薬㈱との連携により有効性や安全性を証明するエビデンスに基づいた普及を推進し、採用先の拡大を図り

ます。また、杏林製薬㈱が 1998 年より販売する哺乳びん、器具などの消毒・殺菌剤「ミルトン」のブランド

名を冠することで、ミルトンブランドを活用した早期の事業拡大を目指します。 

なお、新規事業への参入にあたりキョーリンメディカルサプライ㈱の増資を行い、財務基盤を強化して取り

組みます。 

  

３． 新製品について 

（１）新製品の概要    参考資料をご参照ください 

（２）新製品の販売開始  2011 年４月 

（３）連結売上高への影響ないし今後の見通し 

今後の見通しは、中長期的な当該製品の売上高の増加に伴い当社の業績向上に寄与するものと予想してお

ります。業績への影響は、今後の販売実績を注視し詳細が明らかに成り次第、お知らせします。  

  

４． ㈱杏文堂の商号変更 

（１）新商号：キョーリンメディカルサプライ株式会社（英文名：ＫＹＯＲＩＮ Medical Supply Co., Ltd.） 

（２）変更日：2011 年４月１日 

  

５． ㈱杏文堂の増資 

（１）増資する子会社の概要 

商 号  株式会社杏文堂（社名変更後：キョーリンメディカルサプライ株式会社） 

代表者  代表取締役社長 金井 覚 

所在地  東京都新宿区西新宿六丁目２５番１３号 

主な事業 販売促進・広告の企画、制作等 

資本金  ４８８百万円（増資後） 

大株主  キョーリン製薬ホールディングス株式会社 １００％ 

（２）増資の目的 

自己資本の充実による財務基盤の強化を図るため、2011 年３月に９５２百万円の増資を行い、親会社であ

る当社はその増資の全額を引き受けます。 



 

（参考資料） 

環境衛生の新製品について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■ 製品名 

空間衛生機 
Milton Air Cleaner Kyorin  

（ミルトンエアクリーナー キョーリン） 

安定化二酸化塩素ゲル Milton Air Cleaner Kyorin 専用ゲル 

 

■ システム名 

Clo2UV System（クローブシステム） 

 

■ 「Clo2UV System（クローブシステム）」とは 
二酸化塩素（ClO2）は、その強い酸化作用により、高い殺菌・消臭効果を発揮し、米国では古くよ

り飲用水を始めとした様々な用途で殺菌・消臭に広く利用されています。その一方で、二酸化塩素は

不安定なガス体の性質を持ち、これをいかに安定的にコントロールするかが大きな課題となっていま

した。当社グループは㈱サンシールケミカル（東京都千代田区、代表取締役社長：青柳耕平）と業務

提携し、米国デュポン社の製造する安定化二酸化塩素を原料とする専用ゲル（安定化二酸化塩素ゲル）

に特定の波長の紫外線を照射することで、二酸化塩素の放出を安定的にコントロールし、継続的に高

い除菌・消臭効果を発揮する技術（特許取得）を製品化しました。こうした高い効果と安全性を両備

した空間浄化システムを「Clo2UV System（クローブシステム）」と総称しております。 

 

■ 製品の特長 
 Clo2UV System（クローブシステム）による高い除菌・消臭効果   

   


